
　

弊
社
は
、
昭
和
23
年
に
八
幡

浜
に
あ
る
本
社
を
創
立
し
、
約

40
年
前
に
現
在
の
場
所
に
工
場

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
委
託
縫
製
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
、
時
代
時
代

に
求
め
ら
れ
る
衣
類
を
多
く
取

り
扱
っ
て
い
て
、
長
野
五
輪
の

ス
キ
ー
ウ
エ
ア
、バ
ー
バ
リ
ー
、

ミ
キ
ハ
ウ
ス
、
ミ
ラ
シ
ョ
ー
ン

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
手
が
け

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
市

内
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
学

校
で
使
用
さ
れ
る
ブ
ラ
ウ
ス
を

中
心
に
製
造
し
て
い
ま
す
。
最

も
忙
し
く
な
る
入
学
時
期
に
向

け
て
、
夏
場
の
う
ち
か
ら
備
蓄

生
産
を
早
め
に
行
い
、
年
間
を

通
し
て
安
定
し
た
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
児
童
や
生
徒
数

の
減
少
で
、
製
造
量
を
減
ら
す

工
場
も
多
く
あ
る
中
、
弊
社
で

は
毎
年
製
造
量
を
増
加
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
品
質
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
納
期
を
き
ち
ん
と
守

る
と
い
う
信
頼
を
周
り
か
ら
得

て
い
る
か
ら
で
す
。
従
業
員
の

技
術
力
と
取
引
先
か
ら
の
信
頼

性
に
は
自
信
が
あ
り
、
そ
れ
が

弊
社
を
支
え
て
い
る
原
動
力
で

も
あ
り
ま
す
。

　

弊
社
で
は
従
業
員
に
対
し
、

商
品
を
使
用
す
る
お
客
様
の
立

場
に
な
っ
て
製
造
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
思
い
や
り

の
心
は
商
品
に
表
れ
る
も
の
で

あ
り
、
弊
社
の
個
性
を
発
揮
で

き
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
の
経
営
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
、大
洲
市
に
と
っ

て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
地
域
貢
献
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
現
状
を
維
持

し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
品
質
の
向

上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

南豫被服株式会社
～確かな品質と信頼性～

◇所在地　大洲市田口
◇電　話　24－2188

野　鳥

ハリオシギ（針尾鷸）
チドリ目　シギ科
大きさ25㎝

　春と秋に日本列島を通過する旅鳥です。地味で
分かりにくい色合いをしていますが、新芽の芽吹
く頃に、開けた畑や刈り込みの行なわれた草地な
どで出合うことができます。シギ類といえば、田
んぼや湿地帯で生活しているように思われがちで
すが、意外に乾燥した所を好む種類も多くいます。
地面に突っ込む長いくちばしは見た目より柔らか
く、神経が集まっていて、ミミズや昆虫などを瞬
時に発見することができるそうです。今年の冬は
記録的に野鳥の少ない年でした。春の渡り鳥や夏
鳥たちが、たくさん訪れる平和な日本であってほ
しいと願っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
吉
よし

村
むら

虎
とら

太
た

郎
ろう

の手紙
大洲市指定有形文化財

（歴史資料）
個人蔵
　この手紙は、幕末土佐藩出身の坂本龍馬や中岡
慎太郎とともに、「勤王の志士」と呼ばれる吉村虎
太郎が、文久 2 年（1862） 3 月 6 日、宮

みや

地
じ

宜
ぎ

蔵
ぞう

や
沢
さわ

村
むら

惣
そう

之
の

丞
じょう

とともに土佐藩を脱藩する際、長浜の
冨
とみ

屋
や

金
きん

兵
べ

衛
え

へ宛てたものです。
　この手紙には、土佐藩を脱藩した宮地と沢村両
名が、冨屋邸を訪ねた際の取り計らいを頼むほか、
自分は遅れて到着する旨を伝えています。　
　また、吉村が以前宿泊した際に世話になったこと
へのお礼が記されていることから、吉村と冨屋金兵
衛は、以前から親交があったものと推測されます。
　これらのことから、この手紙は、長浜が土佐藩
の志士が脱藩する際に通ったルートの一つであっ
たことをうかがわせる、貴重な史料と言えます。

　（平成16年 ９ 月 ９ 日指定）

シリーズ
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大
洲
の
食
育

　

昨
年
度
、
河
辺
給
食
セ
ン
タ
ー

が
愛
媛
県
の
﹁
学
校
給
食
優
良
学

校
﹂
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
、
安
全
・
安
心
で
創
意
あ
る
給

食
の
提
供
、
日
頃
の
確
実
な
給
食

セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
へ
の
適
切
な
栄
養

指
導
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
地
場
産
物
の
活
用
に
関
し
て

は
、
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る

乾
燥
し
い
た
け
を
は
じ
め
、
旬
の

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
小
松
菜
、

イ
チ
ゴ
、
栗
、
マ
ス
な
ど
の
16
品

目
の
食
材
を
活
用
し
、
献
立
作
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、学
校
給
食
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
の
健
全
な
食
生
活
の
実

現
と
、
豊
か
な
人
間
形
成
が
図
れ

る
食
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【地元の食材を使用した給食】

・丸パン・牛乳
・カボチャスープ
・マスフライ（河辺産）
・キャベツとしめじのカレー炒め

と
っ
て
お
き
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
探
し
て
い
ま
す

　
﹁
こ
の
季
節
に
﹂﹁
こ
の
場
所
か
ら
﹂

﹁
こ
の
角
度
で
﹂
な
ど
、
あ
な
た
だ

け
の
と
っ
て
お
き
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
写
真
・
場
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
ま

す
。

【
情
報
の
提
供
方
法
】

　

様
式
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
題
名
・

コ
メ
ン
ト
・
撮
影
場
所
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

い
ず
れ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
２
︶

℻
㉔
０
０
８
０

メ
ー
ル

syoukoukankouka@
city.ozu.

ehim
e.jp

 【
観
光
係
職
員
の

お
勧
め
シ
ョ
ッ
ト
】 

　
「
肱
川
の
し
ゃ
く
な
げ
」

　

�　

肱
川
丸
山
公
園
の
し
ゃ
く
な
げ
約

３
０
０
０
本
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
「
稲
積
菖し

ょ
う

蒲ぶ

園
」

　

�　

大
洲
市
稲
積
の
棚
田
に
あ
る
約
50
種
類

も
の
花
菖
蒲
が
、
紫
・
白
・
空
色
な
ど
色

鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
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まちのわだい

日頃の活動を大切に　～平成２３年度大洲市連合婦人会大会～

さまざまな芸を披露　～第３１回芸能発表会～

３／ ２ ㈮

　地域婦人会の充実と発展を願い、現代社会に対応した婦人会
活動のあり方を考えることを目的に、平成23年度大洲市連合婦
人会大会が肱南公民館で開催されました。
　「うれしいひなまつり」の合唱でオープニングを飾り、午前
中には、各担当者が日頃の活動報告などを行いました。
　午後からは、市職員を講師に「肱川橋周辺のまちづくりにつ
いて」と題した講演を行い、今後の大洲市の未来像について勉
強しました。
　今大会では、会員が持ち寄ったタオルなどの生活用品を販売
し、その収益の一部を東日本大震災で被災した地域へ送り、復
興に向けた支援を行いました。

　大洲市文化協会長浜支部主催による「第31回芸能発表会」が大
洲市長浜体育館で開催されました。
　長浜小学校コーラス部のみなさんがオープニングを飾り、発表
会を盛り上げてくれました。民謡や吟詠・コーラスなどのグルー
プや団体が一堂に会し、この日のために練習してきた成果を披露
しました。
　会場には多くの来場者が詰めかけ、さまざまな芸能発表に盛大
な拍手を送っていました。

会場にもう一つ花を添えました

２／２6㈰

　春の訪れを感じさせる青天の下、大洲農業高等学校の生徒た
ちが栽培した菜の花を満喫してもらおうと、菜の花フェスタが
開催されました。
　今年は国土交通省による環境整備が進められたこともあり、
多くの来場者が訪れました。会場には特設ステージを設け、吹
奏楽部の部員によるコンサートや郷土芸能を披露しました。訪
れた人たちは記念撮影や散策など、きれいに咲き誇る菜の花を
楽しんでいました。
　今年で12回目となるこのフェスタは、地元の生徒が主体とな
って企画を作り、大洲市が協力して毎年行っています。

菜の花を満喫 　 ～第１２回菜の花フェスタ～３／２0㈫

舞台発表の様子

絆を呼びかける三好会長
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Information

　

み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
整
理
を
実
施

し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
整
理
の
実
施
予
定
日
】

４
月
28
日（
土
）～
30
日（
月
）

５
月
３
日（
木
）～
６
日（
日
）

【
整
理
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限
】

○ 

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、
時
計

周
り
で
一
方
通
行
で
す
。

○ 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
整
理
員
、
道

路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
臨
時
バ
ス

を
無
料
運
行
し
ま
す
。
バ
ス
乗
車
場
所

（
如
法
寺
河
原
）
に
は
、
無
料
の
駐
車

場
が
あ
り
ま
す
。

【
往
復
運
行
の
経
路
】

　

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」
～
如

法
寺
河
原
（
無
料
バ
ス
発
着
場
）
～
冨

士
山
ふ
れ
あ
い
の
家
前

　

冨
士
山
つ
つ
じ
ま
つ
り　
　
～
交
通
整
理
に
ご
協
力
を
～

【
冨
士
山
駐
車
場
整
理
料
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
次
の
整
理

料
金
が
必
要
で
す
。

○
普
通
自
動
車
（
軽
自
動
車
を
含
む
。）

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス  

８
０
０
円

○
大
型
バ
ス 

１
０
０
０
円

※
つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交
通

整
理
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
整
理
日
変
更
に
伴
い
、
無
料
臨

時
バ
ス
の
運
行
も
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４

第
40
回
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

　
「
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り
」
が
今
年
で

40
回
目
を
迎
え
ま
す
。
節
目
の
年
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
充
実
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
矢
落
川
沿
い
で
は
６
月

上
旬
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
が
見

ら
れ
ま
す
。
よ
く
見
ら
れ
る
場
所
に
は

「
ほ
た
る
観
賞
ポ
イ
ン
ト
」
の
看
板
も

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ほ
た
る
ま
つ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
柳
沢
会
場

【
日
　
時
】

６
月
９
日
㈯
正
午
～
午
後
９
時

６
月
10
日
㈰
正
午
～
午
後
８
時

【
場
　
所
】　

旧
柳
沢
小
学
校

【
内
　
容
】　
各
種
バ
ザ
ー
お
よ
び
催
し
物

（
お
菓
子
ま
き
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
）

・
田
処
会
場

【
日
　
時
】

６
月
１
日
㈮
～
17
日
㈰

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

※
９
・
10
日
は
、
午
後
６
時
30
分
～

【
場
　
所
】　

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

【
内
　
容
】　

ほ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
よ
る
ご
案
内
と
お
茶
の
接
待

・
夜
神
楽
会
場

【
日
　
時
】

６
月
１
日
㈮
・
２
日
㈯
・
15
日
㈮
・
16
日
㈯

（
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時
）

【
場
　
所
】　

田
処
熊
野
神
社

【
内
　
容
】　

藤
縄
神
楽
（
県
無
形
民
俗

文
化
財
）
の
舞
い
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

乱
舞
に
よ
る
幻
想
的
な
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
㉕
２
４
０
０
（
柳
沢
公
民
館
）

第
13
回
地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

　

今
年
も
楽
し
い
催

し
や
バ
ザ
ー
を
用
意

し
て
、
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
平
野
「
ほ
た
る

の
里
」
へ
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
５
月
26
日
㈯

午
後
６
時
30
分
～
９
時

※
雨
天
時　

５
月
27
日
㈰

お
菓
子（
餅
）ま
き　

午
後
７
時
ご
ろ

【
場
　
所
】

地
蔵
堂
集
会
所
前
（
平
野
町
平
地
）

【
バ
ザ
ー
案
内
】

う
ど
ん
・
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
お
で

ん
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
・
お
に
ぎ
り
・
綿
菓

子
・
ジ
ュ
ー
ス
ほ
か
飲
み
物

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

☎
㉔
７
２
８
４
（
松
本
）

☎
㉔
２
４
３
１
（
平
野
公
民
館
）
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